










〈目的〉 

川崎病の治療としては現在,その血小板凝集抑制作用に注目したアスピリン療法が主流と

なっている。しかし,アスピリンを長期に亘って小児に投与することの代謝上の影響につい

ては十分な検討がなされているとは言えず,更にアスピリンは Reye 症候群との関連も問題

にされている。一方カルニチンは脂質代謝において重要な役割を担っており,その全身型欠

損症が Reye 症候群と類似した症状を呈することから注目されている 1)。本研究はアスピ

リン投与を受けている川崎病患児に対する代謝上の影響を明らかにするため,カルニチン

代謝の変化に注目して動物実験を含めた基礎的検討を行なった。 


